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１ 

 

 
 
 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
係
る
政
府
の
基
本
的
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

我
が
国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
の
現
状
は
、
農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
等
、
国
内
の
農
業
・
流
通
構
造
の
変
化
に
加
え
、
世

界
的
な
食
料
情
勢
の
変
化
や
気
候
変
動
に
伴
い
、
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
が
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
以
下
「
基
本

法
」
と
い
う
。
）
制
定
時
に
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
が
本
年
九
月

に
ま
と
め
た
答
申
（
以
下
「
審
議
会
答
申
」
と
い
う
。
）
で
は
、
基
本
法
に
お
け
る
基
本
理
念
等
の
見
直
し
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
が
、
審
議
会
は
、
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
対
す
る
十
分
な
検
証
や
減
少
し
続
け
る
農

地
及
び
農
業
者
の
確
保
に
係
る
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
お
ら
ず
、
議
論
が
十
分
に
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
政

府
は
、
審
議
会
答
申
を
受
け
て
、
基
本
法
及
び
関
連
法
令
等
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
食
料
安
全
保
障
上

の
リ
ス
ク
に
対
す
る
政
府
の
危
機
意
識
は
極
め
て
希
薄
で
あ
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
基
本
法
の
見
直
し
に
係
る
政
府
の
基
本
的
認
識
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

農
地
及
び
農
業
者
関
係 

 

１ 

我
が
国
の
農
地
面
積
は
、
令
和
四
年
七
月
時
点
で
四
百
三
十
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
（
昭
和
三
十
六

年
）
の
六
百
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
三
割
減
少
し
て
い
る
。
農
林
水
産
省
は
、
農
地
面
積
の
減
少
は
、
荒
廃
農
地
と
非
農



 

２ 

 

業
用
途
等
へ
の
転
用
が
原
因
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
荒
廃
農
地
や
非
農
業
用
途
等
へ
の
転
用
が
発
生
す
る
原
因
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

現
行
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
の
参
考
資
料
「
農
地
の
見
通
し
と
確
保
」

に
お
い
て
、
令
和
十
二
年
時
点
で
確
保
さ
れ
る
農
地
を
四
百
十
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て
、
令
和
四
年
七
月
時
点
の
農
地

面
積
よ
り
低
い
数
値
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
食
料
の
安
定
的
な
輸
入
に
懸
念
が
生
じ
て
い
る
中
、
国
内
生
産
の
増
大
を

図
る
必
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
妥
当
な
農
地
面
積
と
い
え
る
の
か
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

 

３ 

令
和
三
年
度
に
実
施
さ
れ
た
相
続
未
登
記
農
地
等
実
態
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
所
有
者
不
明
農
地
等
（
相
続
未
登
記

農
地
及
び
相
続
未
登
記
の
お
そ
れ
の
あ
る
農
地
）
は
百
二
万
九
千
百
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
農
地
面
積
の
約
二
割
で
あ
る
。

政
府
は
、
平
成
三
十
年
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
改
正
等
に
よ
り
、
所
有
者
不
明
農
地
対
策
を
強
化
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
の
効
果
及
び
評
価
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

審
議
会
答
申
に
お
い
て
、
「
引
き
続
き
、
専
ら
農
業
を
営
む
者
や
経
営
意
欲
の
あ
る
者
の
経
営
発
展
を
支
援
す
る
観
点

か
ら
、
離
農
す
る
経
営
の
農
地
の
受
け
皿
と
な
る
経
営
体
や
、
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
付
加
価
値
向
上
を
目
指
す
経
営



 

３ 

 

体
を
育
成
・
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
し
た
上
で
、
多
様
な
農
業
人
材
の
位
置
付
け
と
農
地
の
集
積
・

集
約
化
の
推
進
等
の
観
点
か
ら
、
基
本
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
農
業
に
関
す
る
施
策
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、
と

し
て
い
る
。
中
小
規
模
の
経
営
体
や
農
業
を
副
業
的
に
営
む
経
営
体
を
農
地
の
受
け
皿
と
す
る
な
ら
ば
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
路
線
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。
規
模
拡
大
推
進
一
辺
倒
の
農
政
は
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
農
地
及
び
農
業
者
に
係
る
施
策
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
家

族
経
営
、
中
小
規
模
の
経
営
体
、
農
業
を
副
業
的
に
営
む
経
営
体
の
位
置
付
け
と
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
関
係
を
ど
の

よ
う
に
整
理
し
た
上
で
、
基
本
法
第
二
十
一
条
（
望
ま
し
い
農
業
構
造
の
確
立
）
、
同
法
第
二
十
二
条
（
専
ら
農
業
を
営

む
者
等
に
よ
る
農
業
経
営
の
展
開
）
及
び
同
法
第
二
十
三
条
（
農
地
の
確
保
及
び
有
効
利
用
）
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

基
本
計
画
及
び
食
料
自
給
率
目
標
関
係 

 

１ 

我
が
国
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
の
低
迷
の
理
由
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省
は
、
令
和
四
年
度
食
料
・
農

業
・
農
村
白
書
に
お
い
て
「
食
生
活
の
多
様
化
が
進
み
、
国
産
で
需
要
量
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
米
の
消
費
が
減
少
し

た
一
方
、
飼
料
や
原
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
畜
産
物
や
油
脂
類
等
の
消
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
」
と
説



 

４ 

 

明
し
て
い
る
が
、
食
生
活
の
多
様
化
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
ま
た
、
食
生
活
の
多
様
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
食
料
自
給
率
目
標
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
な
い
が
、
そ
の
要
因
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

審
議
会
答
申
に
お
い
て
、
食
料
自
給
率
に
関
し
、
「
食
料
自
給
率
が
現
行
基
本
法
の
基
本
理
念
の
実
現
を
ト
ー
タ
ル
と

し
て
体
現
す
る
目
標
と
し
て
、
関
係
者
の
努
力
喚
起
及
び
政
策
の
指
針
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」
と
し

つ
つ
、
「
基
本
理
念
や
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
見
直
し
、
検
討
が
必
要
な
も
の
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る

と
、
必
ず
し
も
食
料
自
給
率
だ
け
で
は
直
接
に
捉
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
自
給
率
目
標
は
、
国
内

生
産
と
望
ま
し
い
消
費
の
姿
に
関
す
る
目
標
の
一
つ
」
に
す
る
と
し
て
お
り
、
基
本
計
画
に
お
け
る
食
料
自
給
率
目
標
を

複
数
あ
る
指
標
の
一
つ
に
格
下
げ
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
基
本
法
第
十
五
条
に
お
い
て
、
基
本
計
画
で
示
す
指
標
と
し
て

ど
の
よ
う
な
も
の
を
規
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


